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社員紹介 （営業部： 和田真優子） 

静和ケミカルサービス株式会社 
SEIWA              We Love The Earth 

2012.12  
産業廃棄物処理 優良認定 取得 

こんにちは！私は営業 2 課に所属し、静岡市・

焼津・藤枝と県中部地区を担当しております。

入社して 2 年が経ちますが、まだまだお客様か

ら教えてもらうことも多く、ご 

迷惑をおかけすることもあるか 

と思いますが、丁寧な対応を心 

がけて参りますので、今後とも 

よろしくお願い致します。 

 

ご担当者様にお渡しくださいま

すよう、お願い申し上げます。 

 

 

◆◆◆◆「「「「おもてなし規格認証おもてなし規格認証おもてなし規格認証おもてなし規格認証 2018201820182018」」」」    取得取得取得取得    
  昨年取得しました「おもてなし規格認証 2017 紅認証」も、 

  新たな年度を迎え「2018 年度紅認証」を登録し取得しました。 

  より一層、お客様・従業員・社会（地域）の満足度を高め、 

  高品質なサービスを提供し、皆様より「感謝される」よう、 

  努めて参ります。 
 

◆「◆「◆「◆「就活準備セミナー就活準備セミナー就活準備セミナー就活準備セミナー」」」」    参加参加参加参加            2222 月月月月 12121212 日日日日 

SBS 主催の「就活準備セミナー」へ参加しました。 

3 月より就職活動を行う学生に環境ビジネスの魅力、 

弊社の事業内容などをお伝えしました。 

一人でも多くの学生に弊社を知って頂き「入社したい」 

と思って頂けるよう全力で対応していきます。 
 

◆「◆「◆「◆「富士山ごみ減量大作戦富士山ごみ減量大作戦富士山ごみ減量大作戦富士山ごみ減量大作戦」」」」    参加参加参加参加            2222 月月月月 24242424 日日日日    
  ふじさんネットワーク主催の「富士山ごみ減量大作戦」に参加しました。 

  今回は富士宮市南陵の道路わき（R469）のゴミを回収しましたが、まだまだ 

  ポイ捨てされるゴミが多く、悲しい 

気持ちで一杯です。 

  世界遺産である富士山周辺から、 

ゴミが減るように、これからも活動 

に参加していきたいと思います。 
   

◆「◆「◆「◆「お客様アンケートお客様アンケートお客様アンケートお客様アンケート」」」」    ご依頼ご依頼ご依頼ご依頼    （（（（3333 月下旬～月下旬～月下旬～月下旬～4444 月初旬月初旬月初旬月初旬    配付配付配付配付））））            
今年も「お客様アンケート」を実施させて頂く運びとなりました。 

お客様に「喜んで頂ける」サービスを、ご提供できるように努力して参ります。 

依頼をさせて頂くお客様には大変ご足労をお願い致しますが、ご協力頂けると 

幸いです。今後とも、よろしくお願い致します。 

スケジュール・その他 

3 月 
 
4 月 

・新卒採用 合同ガイダンス参加 
・お客様アンケートのご依頼 
・入社式（2018 新卒者） 
・ISO14001 内部監査 
・新卒採用 自社説明会開催 

次回発行は〔Vol.47〕5 月です 

編集後記 （ 管理部：矢部 喜広 ） 

日頃よりお世話になっております。 
お客様におかれましては年度末となる 3月が参

りました。年度最終月であり、また、4 月から

入社される新入社員対応など、大変お忙しい

日々を迎えることと思います。 
弊社も 4月に入社する新入社員の準備を着々と

進めております。4 月以降には研修を兼ねてお

客様の元にお伺いさせていただきます。 
今後共、ご指導のほど宜しくお願い致します。 

 

 

ご連絡・ご報告 

エコテクノ事業部（ 担当：海野 鷹仁 ） ［ボイラー燃料費削減］    事例：食品製造業 

いつも大変お世話になっております。今回は「ボイラー燃料費削減」に関して、ご報告させて頂きます。 

 

【省エネ背景と問題点】 
・省エネ改正法により「事業者クラス分け評価制度」が開始され、省エネが停滞していると 

評価ランクが下がってしまう。 
・電気の省エネは進めてきたが、燃料に対する省エネ対策は進めていなかった。 

 ・冬場の暖房にもボイラーを使用しているので「何か対策する方法はないか？」と考えていた。 

【解決策】 
・「バイソンサイクロン（装置）」の導入を提案。 
・この装置は、湿り蒸気を「効率の良い蒸気（ドレンになりにくい蒸気）」へ変えることで 

1.ボイラーの運転が安定 2.配管内での放熱を防止 3.燃料費削減や省燃費運転 が可能。 

【効果と波及効果】 
■蒸発倍率が改善され約約約約 10101010％の省エネ効果が見られた！％の省エネ効果が見られた！％の省エネ効果が見られた！％の省エネ効果が見られた！ 
■窯の結露が少なくなった。 
■スチームトラップなど、消耗品の劣化が遅くなり延命につながった。 
■投資回収自体も、2 年ほどで回収が可能と思われる。 

  

弊社、エコテクノ事業部では「電気、ガス、重油（灯油）、水、廃棄物」などの削減をお手伝い致しております。その

他、事例も沢山ございますので、ご相談事は弊社営業担当までお問い合わせ下さいますよう宜しくお願い申し上げます。 


